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の「森の健康診断」における中部大生の活躍を紹介

しながら、伊勢・三河湾流域再生に向けての取り

組みを説明した。

FD 講演会
集英社の山本純司氏が講演

　中部大学FD委

員会主催で、7月

25日午後5時から

6 時 30 分まで 521

講義室でFD講演

会 を 開 催 し、 約

80人が出席した。

今回の講演会の講師は集英社第2編集部部長代理・

企画室室長の山本純司氏。演題は「現代を生き抜く

ために、読もう聴こう観よう考えよう」。

　山本氏は、出版業界を取り巻く環境や少女漫画

雑誌『りぼん』編集部時代に担当した「漫画スクー

ル」の経験などを交え、「時代の移り変わりととも

に価値観も変わり、効率や機能を求める現代の文

化では、古き良きものが失われつつある」と警鐘を

鳴らした。

　講演後は、“活字離れ”の学生を預かる立場の教

員から質問が相次ぎ、白熱した質疑応答が繰り広

げられた。

第 5 回植物バイオセミナーを開催

　7 月 11 日午後 3

時 10 分 か ら 3011

講義室で、学術フ

ロンティア推進事

業に採択され今年

が3年目となる中

部大学植物バイオ

研究センター主催の第5回植物バイオセミナーが開

催された。同セミナーは応用生物学部の卒業実習の

一環としても行われ、教職員・学生も多数参加した。

　町田千代子センター長の同センターの研究成果

報告に続き、髙橋広夫講師（応用生物化学科）によ

る「がん診断マーカーのためのバイオインフォマ

ティクスと、植物解析への展開」の講演があり、セ

ミナーの最後には「ヒト人工染色体の構築とその応

用」というテーマで、藤田保健衛生大学総合医科学

研究所岡崎恒子客員教授の講演があった。昨今、

人工染色体の技術が、遺伝子治療や再生医療など

の分野で期待が高まっていることを反映して、参

加者は興味深く聴講していた。

平成 19 年度青年海外協力隊
入門セミナーを開催

　7月13日午前11

時 10 分から国際

関係学部で「国際

協力入門」特別公

開講義として、独

立行政法人国際協

力機構中部国際セ

ンター（JICA中部）の小川敦史氏を招き、「平成19

年度青年海外協力隊入門セミナー」を開催した。

　小川氏は、体育の授業が普及していないパプア

ニューギニアで、2年間にわたり体育の青年海外

協力隊員として活動され、現在はJICA中部で市民

の国際協力啓発活動にかかわっており、講義では、

自然豊かなパプアニューギニアの人々の暮らしぶ

りや、ご自身の体育活動の紹介に加え、青年海外

協力隊の歴史と現状について詳しく説明された。

　国際関係学科・国際文化学科の1年生を中心に参

加した約80人の学生は、自分達の質問に対する小

川氏の真摯な回答に聞き入り、講義終了後に直接

質問に来るほど関心の高い学生もいた。

	 （国際関係学科　教授　青木澄夫）
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